
沖縄の防災における地理空間
情報の活用例 

－沖縄市高原自主防災組織での取り組み－ 

 

 

 

GIS沖縄研究室 渡邊康志 



沖縄本島中南部は沿岸に埋め立て地が広がり， 
多くの公共施設，商業施設，観光施設が存在し，人々が多く集まる． 

３．１１東日本大震災以降 
  沖縄では津波に対する防災意識が高まる． 

沖縄県警：２０１１．７より，標高マップを作成しホームページで公開． 
GIS沖縄研究室： 
    ２０１０．３より，グーグルマップで津波浸水予測図（沖縄県作成） 
    ２０１１．１０より，グーグルマップで沿岸標高を公開． 
       その後，基盤地図情報５ｍグリッド標高を利用． 
GISA沖縄２０１１ワークショップ 「フリー版GISを使って防災情報分析」 

沖縄市高原自主防災組織 よりの 協力依頼 
 ・公開空間情報とFreeGISの利用 
 ・位置情報の取得  
 ・情報の共有 

手法の公開 

背景 

無償のデータ ・ソフト 

http://www.gis-okinawa.jp/GM/tsunami.html
http://www.gis-okinawa.jp/GM/tsunami.html
http://www.gis-okinawa.jp/EL_GM/okinawa.html
https://maps.google.co.jp/maps?q=http://www.gis-okinawa.jp/BGmap/naha5.kmz&hl=ja&ll=26.212127,127.678728&spn=0.013341,0.021458&sll=26.22853,127.68911&sspn=0.213426,0.343323&brcurrent=3,0x34e5697141a6b58b:0x2cd8aff616585e98,0&t=m&z=16&source=gplus-ogsb




基盤地図情報 
 2500レベル地図情報 
 5mグリッド標高モデル 
 

その他公開空間情報 

 

高原地区基本マップ 
 

 公開空間情報のインポート，編修・加工 
 オリジナル空間情報の作成 
 GIS利用による検討・解析 
  距離の測定と地形断面の作成 
  各種図形による領域指定と空間検索 
 

             個人情報等（非公開） 
 

 kmlファイルへのエクスポート 

FreeGIS 

 

スマホによる空間情報   
 
 トラック情報 
 マーカー情報 
 計測情報 
 写真・動画 
 

Kmlファイル 

 

高原地区基本マップ 
 

 GISデータの編修等 
 自作空間情報の作成 
 ３Ｄ表示等よる検討・解析 
 

グーグルアース Kmzファイル 
  webサーバーへ 
     アップロード 

 

 マップ上での情報の閲覧 
 住所等による検索 
 ポイント・ライン情報の追加 

                 住民間の情報共有 

グーグルマップ 

スマホGPSアプリ 

フィードバック 



５ｍ標高グリッドデータ 

カラー調整 

背景地形図の重ね合わせ 
 レイヤーの半透明化 

都市計画図のGISデータ化→ 標高点のデータ化 

高原地区基本マップ作成 
Ⅰ．公開空間情報とFreeGISの利用 



高原地区基本マップ （Free版TNTmips で利用） 

標高ポイント ← 「都市計画図より標高点の抽出」 
  ＋  標高値による主題図  

沖縄市１／２５００都市計画図   
  ← 「都市計画図データ（1/2500レベル）地図の利用」 

国土地理院基盤地図情報５mDEM 
  ← 「国土地理院基盤地図情報５ｍDEM」  

総務省 Ｅ－Ｓｔａｔ 統計GIS 
 ← ＤＬ後，ｓｈｐファイルインポート 

国土交通省位置参照情報ダウンロードサービス 
 ← ＤＬ後，住所＋位置情報よりポイント生成 

避難場所，協力団体  自作（高原自治会調べ） 
 ← TNTmips，Qgis，GoogleMap，GoogleEarthで作成可能． 



ジオツールを使った計測や解析 

距離の測定と地形断面の作成 

各種図形による領域指定と 
           空間検索 



高原地区基本マップ 

Kmlファイルへのエクスポートとグーグルマップでの共有 

Ｋｍｌファイルの生成 
（Free版TNTmips RenderTo 機能） 

グーグルアースによる利用 
 データの編修・追加，スタイル調整，レイヤーの編修 

Ｋｍｚ形式での保存 
Webサーバーへアップロード 
 グーグルマップ利用 

Ⅱ．情報の共有 

グーグルアースによる利用 
   ３D表示による検討 



グーグルマップによる表示 

http://gis-okinawa.sblo.jp/article/56095944.html 

グーグルマップの機能利用可能（住所検索，ポイント＆ライン情報追加など） 

http://gis-okinawa.sblo.jp/article/56095944.html
http://gis-okinawa.sblo.jp/article/56095944.html
http://gis-okinawa.sblo.jp/article/56095944.html


グーグルマップの機能   
  住所・ランドマーク検索 

グーグルマップの機能   
     ルート検索 



Ⅲ．位置情報の取得と空間情報の作成 

スマホ無料アプリ「MyTracks」の利用 

（GIS沖縄研究室ＨＰ 「スマホ無料アプリMyTracksを使って空間情報作成」を参照）  

グーグルマップを背景にトラックを記録 マーカーを設定・記録 トラックを保存 

トラック情報，マーカー情報，計測情報，写真・動画 



加工 

情報・地形断面表示 

トラック・マーカーデータをパソコンへ 

DropBox 
GoogleDrive 
等を使って共有 

ＰＣ 



グーグルマップ 
 表示とデータ公開・共有 

グーグルアース 
表示とデータの編修 



            ま と め 
 
・国土地理院基盤地図情報は防災情報基盤として非常に重要である．今後の 
 さらなるデータ整備に期待したい． 
 
・インターネットで公開された空間情報もGISでオーバーレイすることで防災情 
 報として活用可能である． 
 
・Free版GISを活用することで小範囲で詳細な防災情報を整えることが可能に 
 なる． 
 
・グーグルマップ等を利用することで，これらの空間情報を共有する事が可能 
 になる． 
 
・スマホなどモバイルを使った空間情報の収集は，地図などに慣れていない人 
 の便利なツールになる． 
 
・上記の手法を使って，地域住民で空間情報を作り上げる過程は，住民の記憶 
 の中にマップを作り上げることとなり，災害のインフラ切断時にもそれらが避難 
 行動の手助けになるものと考える． 
    




